2015年1月17日　インド大使館　ウパニシャット（第1回）
・読み：第一章　イーシャ・ウパニシャット
みなさん、今日はウパニシャットのクラスの初回です。
今まで我々は牛乳の勉強をしてきました。今度は牛乳の源である牝牛の勉強を始めます。
バガヴァット・ギーターの最初にはこのように書かれています。「サルヴォーパニシャドー　ガーヴォー　ドーグダー　ゴーパーラ・ナンダナハ / パールトー　ヴァッツサハ　スディール　ボークター　ドゥグダン　ギータームリタン　マハット∥」。

バガヴァット・ギーターは牛乳です。牛乳の源である牝牛がウパニシャットです。今日から二か月に一回牝牛の勉強をしていきましょう。
なぜウパニシャットを学ぶのか
一般の人の中には「哲学は学者のためのもの」と考える人は多いと思います。しかしインドの哲学はそうではありません。それは人生と切り離すことができません。サンスクリット語で哲学のことをダルシャナ[Darshana]といいます。
ダルシャナのDrishは「見る」の意、すなわち真理を見る、悟るということです。
真理の学習や説明だけで終わらず、悟りまでいかなければならない。これがインドの哲学の特徴です。
西洋の哲学は悟りについては全く触れていません。昔のギリシャの哲学には少しその観念はありましたが、現代の哲学にいたっては知性レベルだけ、悟りのことは皆無です。インドのすべての哲学は悟りを目指しています。哲学は知的理解だけでなく、人生に深く関わることなのです。
西洋では哲学と宗教は別々のものです。しかしインドでは哲学と宗教は分けることができません。哲学のなかに宗教が含まれているのです。すなわち目的は悟りです。悟らなければその類の勉強は無駄とみなされます。ウパニシャットについても同様です。人生に関係があります。みなさんこのことをよく理解してください。
インド哲学のもう一つの特徴は、科学的であるということです。想像に頼らず、人々の経験を集めて分析し、議論、論理を駆使し、実践し、実験し、ひとつのシステムをつくっています。ヒンズー教は宗教的科学であるとも言えます。
我々はなぜウパニシャットを勉強するのか？一番最初は勉強の目的を理解しないといけません。そうでなければやる気が出ません。やる気が出ないとだんだん勉強の回数が減っていきます。今日は参加者が大勢いますが、私の希望はこれからも数が減らないことです。
勉強の目的を理解せずにただ興味だけで始めてもあまり意味がありませんし、教えの深い意味を理解できず、結果的に長続きしません。
ヒンズー教ではすべての聖典の勉強を始める前にそのディスカッションがあります。どうしてこの聖典を勉強するか、という議論のことをプラヨージャナム[Prayojanam]といいます。
勉強の目的と結果は、私の人生にどのような関係があるのか？これを理解していないと勉強と人生の関係について疑いと混乱が出てきます。そしてだんだん興味がなくなります。これが学校の勉強と違うところです。学校の勉強の目的は試験にパスすること、それによって先生が給料をもらうことなどですね。これで終わりです。先生の人生にも学生の人生にも関係がありません。
求道者にとって聖典の勉強の目的は違います。試験のプレッシャーはありません。時々私は質問するかもしれませんが、答えられなくても大丈夫です。しかしみなさんの個人的な人生にとってとても関係があることです。このことを理解してください。
勉強の６つの目的
１．自分の本性を知る

ひとつ目の目的は「私はだれか？」を知ることです。
ここで皆さんが誤解しがちなことですが「宗教は信者のためのものである」という考えです。しかしこれは大きな間違いです。すべての人ために聖典の勉強は必要です。
それはなぜでしょうか？
我々は実にたくさんの知識を持っています。学校で学びましたし、雑誌や本、インターネットでたくさんの情報を得ています。理論的、実践的両面で多くのことを知っています。社会、国、科学、歴史、文学、踊り、料理、ヨガ・・・。しかしとても重要な知識について、９９．９％の人は知りません。残念なことです。人生にとって一番大事なことを知らない。それに比べたらほかの知識はそんなに重要ではありません。その知識とは「私はだれか？」ということです。
神を知らなくても構いません。一番大事なことは、自分自身についての知識を得ることです。みなさん考えてみてください、自分について我々が知っていることがいかに少ないかを。私の名前、私の仕事、私の家族のこと、生まれた日、どこに住んでいるか、何を学校で勉強したか、このようなことはもちろん知っています。しかし自分の潜在意識の中に何が存在しているのか、皆さん知っているでしょうか？通常の意識については少しは知っていますが、潜在意識のことはほとんど知りませんし、超越意識についての知識にいたっては皆無です。
しかしそれは確実に存在しています。
生まれる前はどうだったか、死んだあとどうなるか、みなさん知っていますか？私の本性は何ですか？私について知らないことがたくさんあります。
それらを知らないまま死んでいくのは残念なことです。たくさんものを知っていても自分について何も知らなければ、心にむなしさが生まれます。たとえお金持ちでたくさんのものを持っていたとしても、もし自分について知らなければいつか必ずむなしくなります。
船頭と学者の物語があります。
学者はいつも自分の知識にうぬぼれていました。船頭さんに「あなたは科学を知っていますか？」と質問して相手が「いいえ、知りません」と答えると「あなたの人生の25％は無駄になりました」と言いました。続けて「あなたは歴史のことを知っていますか？」とたずね、相手が知らないと答えると「あなたの人生は50％無駄になりました」と言いました。さらに「あなたは哲学のことを知っていますか？」と聞き、相手が知らないと答えると「あなたの人生の75％は無駄になりました」と言いました。
その時突然強風が吹き、船は沈みそうになりました。そこで船頭さんは学者にたずねました。「あなたは泳げますか？」と。学者は「いいえ、泳げません」と答えました。そこで船頭さんは「私の人生は75％無駄になったかもしれませんが、あなたの人生は今や100％無駄になる可能性が出てきました」と告げたのです。
この物語はとても象徴的です。みなさん、自分はこの学者とは違う、と思わないで下さい。我々もこの学者と同じなのです。いっぱいものを知ってはいますが、一番大切なことを知らないのです。
ウパニシャットを勉強するともっと自分のことを理解できます。これがウパニシャットの勉強の一番の目的です。人間には浅い考えの人と深い考えの人が存在します。浅い考えの人は真理について聞いても理解できず、興味もありません。深い考えの人だけがそれを考えます。ここにいらしているみなさんは深く考える人たちです。だからこそここに来ているのです。
私は誰ですか？つまり私の本性は何ですか？
私の中には様々な人格のレベルが存在していますが、それはどのようなものですか？
そして様々な人格のレベルの統合は誰が行っているのですか？
私の意識の源はなんですか？生まれる前、私の状態はどうでしたか？死んだあとはどうなるのですか？
カルマと前世、今生、来世はどう関係しているのですか？カルマとは何ですか？
人生はたくさんの章がある分厚い一冊の本のようなものです。今生は一つの章です。死後、別の章が始まります。
ウパニシャットはそれについてたくさん教えます。

２．混乱を解決する

2つ目の目的は、多くの混乱（宇宙、神と私の関係について）を解決することです。
ウパニシャットは我々のたくさんの混乱、とりわけ宇宙、神、私の関係についての混乱と疑問について、私たちに答えを与えてくれます。
神とは何か？神は天国だけに住んでいるのか？神に形はあるのか、無いのか？神はどのような形をしているのか？神に性質はあるのか、無いのか？すべての生き物はどこから来たのか？またどこへ戻っていくのか？神はどのように創造し、維持し、破壊しているのか？ウパニシャットはこれらの説明をしています。
３．真理の知識を得る
3つ目の目的は真理についての知識を得ることです。
ある人は「私は真理について知りたい」と言います。しかし真理には相対的真理と絶対的真理の2つがあることを知らなければなりません。存在についても同様、絶対的存在と相対的存在があります。至福についても絶対的至福と相対的至福があります。何が絶対的真理なのでしょうか？
すべてものは時間と空間に限定されています。しかしある種類の存在は時間と空間に限定されていません。その存在について学ぶことが真理についての勉強です。ウパニシャットではサッティヤッサ　サッティヤム[Satyasya Satyam]といいます。
相対的真理はSaty Satyam、絶対的真理はSatyasya Satyamです。ウパニシャットはいつもSatyasya Satyamことを話しています。
生きている間、我々は正しいとされることをたくさん勉強しています。例えば科学の勉強、これは物質についての勉強です。科学的真理です。物質には始まりと終わりがあります。物質についての結論は永遠ではありません。しかし魂、内なる自己は物質ではありません。意識ですから始まりもなく、終わりもありません。意識についての勉強は絶対的真理です。物質についての勉強と結論は相対的真理。意識についての勉強と、勉強の結果と結論は絶対的真理です。
４．純粋で安定した幸せを得る

4つ目の目的は、純粋で安定した幸せを得ることです。
みなさんは心に大きな問題を抱えていませんか？不安、苦しみ、悲しみ、恐怖、ストレスなどです。みなさんはどのようにそれを取り除きますか？それはみなさんが知りたいと思っていることではないでしょうか。もし心に問題を抱えたままであれば、本当は何も楽しむことができないのです。お金がたくさんあっても、着るもの、食べるものがいっぱいあっても、家族がいても、ヨガの実践をして健康的であっても、もし心の中に幸せがなければ楽しめません。この種類の幸せは買うことができないのです。
安定した幸せはどのように得たらいいのでしょうか？ウパニシャットの勉強の大きな結果のひとつはこれです。みなさん考えてみてください。どうしたら幸せになれるのだろう？みなさんの心にこの考えは多くを占めていませんか？我々は幸せを得るためにあちこちに走っていって、探しています。病気、人間関係、仕事など様々な原因で幸せがなくなっています。昔は貧しかったから食べることに不自由して、それが苦しみの原因となっていました。現代はその状態はあまりありません。しかし楽しめない。世俗的な楽しみはありますけど、心に幸せが無いので楽しめない。そして幸せを探しにパワースポットなどあちこちに出かけて行くのです。
現代の大きな問題一つに飲酒があります。人は一時的な幸せのためにお酒を飲みます。飲めば一刻は幸せになりますが、酔いがさめれば苦しみはもっとひどくなります。それがある人々の生活パターンになっています。仕事で疲れて帰り、お酒を飲んで眠ります。次の日も同じ繰り返しです。これが本当の人生でしょうか？タバコも同じです。最初は１～２本のタバコを吸って気持ち良くなります。一週間後には4本に増え、1か月後には10本、1年後には20本吸っています。量と回数を増やさないと気持ち良くなれなくなったのです。この種の楽しみには必ず反動がつきまといますし、これは本当の幸せではありません。ウパニシャットの勉強は純粋な幸せ、安定した幸せを得る方法を教えてくれます。
５．調和の基礎をつくる
5つ目の目的は調和の基礎をつくることです。
今日インターネットや交通機関の発達のおかげで世界はひとつの家族のようになりました。しかし心はみなバラバラです。調和はありません。先日パキスタンとフランスでテロがありました。日本でも仏教の宗派間の争い、不調和が存在します。国と国、社会と社会、宗教と宗教、宗派と宗派、自然と人間、個人と個人の間で、どのように調和を確立したらいいでしょうか？これは現代の大きな課題です。ウパニシャットの勉強をすると、調和の基礎は何か？どのようにできるか？その方法を知ることができます。
６．インドの文化の源を理解する
6つ目の目的としてインドの文化の源を理解することです。
インドの文化を知りたいと思う人はインドの哲学を勉強しなければなりません。ヨガ、音楽、踊り、料理、アーユルヴェーダ・・・インドのすべての文化の基礎は哲学です。哲学の中でも一番重要な哲学はヴェーダーンタです。ヴェーダーンタの基礎はウパニシャットです。ヨガを深く勉強したいならインドの哲学を勉強しなくてはなりません。そうでないとヨガは単なる肉体的なエクササイズになってしまいます。
勉強の準備
ウパニシャットを学び始める前に、生徒は準備をしなくてはいけません。その準備とは心を純粋にすることです。
「心を純粋にする」とは、感覚と心をコントロールすること、抑制をすることです。なぜこの実践が必要なのでしょうか？例えば科学を学ぶとき先生は「純粋になってください、心をコントロールしてください」とはいいませんね。
法律や建築の勉強の時も、心をコントロールすることは要求されません。
なぜウパニシャットではこのことが強調されるのでしょうか？
普通、体と心の対象は一時的なものです。たとえば欲望と欲望の満足、感覚と感覚の対象です。心は一時的な対象に向けられています。しかし我々は今や真理を学ぼうとしています。心を一時的な対象に向けていながら、真理を勉強したいと欲する。これは矛盾ではないでしょうか。心に矛盾が生じれば先に進むことはできません。一時的なものについて興味がいっぱい、いつも欲望を満足させたいと思っている、もし心がそのようであれば真理の勉強はできません。
抑制とはすべてやめる、すべて放棄するという意味ではありません。真理の勉強のためにご飯を食べるのをやめてください、と言っているわけではありません。みなさん誤解しないでください。生きるために必要な分だけなら大丈夫です。欲張らないでください、執着しないでください、ということです。ものはありますけど執着はないというのが大事です。
ウパニシャットの勉強方法
１．最初の段階は聞くこと
ウパニシャットは難解です。その理由のひとつにウパニシャットはとても精妙な教えであるということがあげられます。勉強の対象は物質ではなく、真理です。物質は目で認識できますが、真理は認識できません。感覚と心を超越している対象を扱うので難しいのです。そしてそれはとても深いものです。
そのほかの理由として、この種類の勉強は我々にとって新しい経験であるから、ということが言えます。聖典を学ぶ機会は普通あまりありません。
さらにウパニシャットにはたくさんの議論が取り上げられ論理が用いられていて、それが理解を難しくしています。ウパニシャットを学ぶのに信仰だけでは十分ではありません。集中して知性を使わないとウパニシャットは理解出来ません。それはギャーナ・ヨガといいます。ギャーナは知識です。バクティではありません。バクティは信仰だけあれば十分です。
ウパニシャットの勉強はたしかに難しいのですが、方法はあります。それは失望しない、怖がらない、やめないことです。一番大事なのは、繰り返し繰り返し聞くことです。何回も何回も聞くことによってだんだん理解できます。
みなさんの考えは「私は肉体です」というものですが、ウパニシャットはまるっきり正反対のことを教えます。「あなたは肉体ではない、魂です」と。最初はぜんぜん理解できません。嘘のように聞こえます。スワミジがアメリカで講演したとき、何回も「あなたはアートマンです」と聴衆に呼びかけました。ある人は反対しました。「スワミジ、あなたは我々に催眠術をかけているのではないですか？」と。スワミジは「そうではありません、あなた方はすでにずっと前から催眠術にかかっているのです。私はあなたがたを催眠術から目覚めさせようとしているのです」と答えました。
幽霊はときに人に憑依することがあります。乗り移られた当人は自覚がなく、「自分は大丈夫だ」と思い込んでいます。我々の状態も同じです。「自分は大丈夫だ」と思っていますが、実は全然大丈夫ではないのです。我々は無知なのですが、我々にとって無知が慣れ親しんだ、普通の状態になってしまっているだけなのです。だからこそ何回も「あなたは今無知の状態です、束縛された状態です、自由がない状態です」と言い聞かせなければならないのです。
何度も聞くとだんだん理解できるようになります。一回聞いただけでは結果はあまり出ません。
インクポットの例えがあります。長い間インクが入っていたビンは黒く汚れています。ビンをきれいにするためには何度も何度もきれいな水を入れて洗わなくてはなりません。一度だけ「あなたはアートマンです、あなたはブラフマンです」と聞いても無知はなくなりません。知識は現れません。
ウパニシャットの勉強の方法はまず聞くこと。それをスラヴァナ[Sravana]といいます。
Sravanaの意味は聞くことの他に、自分で勉強することも含まれます。何回も聞きます、「あなたはブラフマンです、なぜあなたは自分が罪びとなどと考えるのですか？それは間違い、です、あなたは純粋です、あなたは自由です」。一回聞くだけでウパニシャットの勉強の結果は出ません。何回も繰り返す。「Aham Brahmasmi、Aham Brahmasmi 、Aham Brahma smi、私はブラフマンです、私はブラフマンです、Soham、 Soham、私はそれです、私はそれです」、繰り返し、繰り返し、聞く、聞く、聞く、勉強、勉強、勉強・・・。これが方法です。聞くのは最初の段階です。もし何回も聞きたくなければウパニシャットの勉強はできません。なぜなら我々のなかの無知の層はとても厚いからです。
２．識別の実践
次の段階は識別の実践です。これをマナナ[Manana]
といいます。
識別とは何でしょうか？一時的なものと永遠、無限と有限、実在と非実在を区別することです。実在とは何ですか？非実在とは何ですか？時間と空間で限定されたものはすべて物質です。非実在です。時間と空間と限定されてないものは実在です。
なぜ識別が必要かというと、われわれはときどきわからなくなっているからです。実在と非実在を混同しています。自分のことを考えてみてください。我々の人格の中には一時的なものと永遠のもの両方が存在しています。私のある部分、ある姿は非実在です。ある部分、ある姿は実在です。肉体は一時的、魂は永遠です。混ざっているので識別しないとわからないのです。たとえば砂と砂糖が混ざっていて、砂糖だけを食べようとするなら、砂糖と砂を区別しなければなりません。全然ちがっていたら識別の必要はありません。
３．真理を集中して考える
Mananaの次は真理を集中して考える実践が続きます。これをニディッデャーサナ[Nididhyasana]といいます。
砂糖と砂を区別したら終わりではありません。それからどうしますか？砂糖を食べます。
すなわち真理を識別して、真理について集中して考えるということです。Mananaで識別を実践して、真理とは何かを理解したあと、その真理について集中して考えます。真理を瞑想することがNididhyasanaです。
NididhyasanaのあとがSamadhi、悟りです。
ウパニシャットの言葉の意味
Upa-ni-sad-kvipのupaとniは接頭辞、sadは動詞、kvipは接尾辞です。
動詞のsadには3つの意味があります
①　一つ目の意味は「緩める」。
束縛を緩めることです。我々を束縛しているもの、それは自分の肉体、親戚、ものだけでなく心の中にも存在しています。性別、国籍、宗教、職業、みな束縛です。アートマンは本来そのような属性はありませんが、我々はあると思い込んでいます。すべて魂の鎖、サムスカーラです。サムスカーラにはラジャス的なサムスカーラ、タマス的なサムスカーラ、サットワ的サムスカーラがありますが、みなサムスカーラです。「私はいい人、私は悪い人、私は罪びと、私は正しい人」、このような考えはみなアートマンの鎖です。サムスカーラは日本語で深い傾向といいます。今生だけでなく、過去世から持っています。ウパニシャットの勉強はこの鎖をゆっくりゆっくり緩めます。突然断ち切ることはできません。

②　二つ目の意味は「取り除く」。

霊的な無知を取り除くことです。「私は肉体である」というのが我々の最も大きな無知です。もちろんゆっくりゆっくりと、です。
③　三つ目は「導く」。ブラフマン、真理へ導きます。
このように勉強の目的はウパニシャットという言葉の中に入っています。
Upaは「近い」。先生の近くにという意味です。
ウパニシャットは先生の近くに行って勉強しなくてはいけません。インターネットで通信教育はできません。これはインドの伝統です。聖典は独学では学べません。先生から直接教えを受ける、そういうチャンスはあまりありません。このことを理解して参加してください。
悟った人から学ぶのが一番いいのですが、もしそれができなくても、実践している先生から直接学ぶことが大切です。そうでなければウパニシャットの勉強はできません。ウパニシャットのメッセージは純粋、無執着であって、そのための実践をしない先生が教えても生徒に深い印象を与えることはできないのです。このことについては私の助言ではありません。ウパニシャッドという言葉の中にそのことは言われているのです。
勉強と実践が先生の側がすべき準備です。生徒の側でも準備が必要です。抑制してください。世俗的な心には真理の教えを理解することができません。頭だけで少しは理解できるかもしれませんが、安定した理解は得られません。教えはとても微妙、精妙だからです。
� 「全てのウパニシャット聖典が牝牛であり、それから牛乳を搾り取るのは牧童であるクリシュナである。プリターの息子（アルジュナ）は、そのミルクを飲む子牛であり、清らかな知性を持つ賢者たちも同様にこのミルクを飲む。この甘露のミルクこそが、偉大なる不滅のギーターなのである」





� Mananaは聖典の内容が本当に正しいか否か、議論、推論することも含まれる。聖典の教えと自分がすでに得てきた知識がしばしば大きくかけ離れているからである。


ヴェーダーンタ哲学のMananaはパタンジャリのヨーガ・スートラでいうところのDharanaに相当する。識別がやみ、真理だけを集中して瞑想している段階がNididhyasanaであり、これがパタンジャリのDhyanaである。そしてDhyanaのあとにSamadhiが来る。





